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ぜ
ん
そ
く
患
者
に
ま
た
し
て
も
朗
報
！

★
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
に

新
た
な
薬
剤
加
わ
る
Ｉ
・

「
ア
ズ
マ
ネ
ッ
ク
ス
ｋ
」
は
、
米
岡
シ
£
リ
ン
グ
ー

ブ
ラ
ウ
陸
に
よ
っ
て
川
允
さ
れ
た
台
成
ス
テ
ロ
イ
ド

で
あ
る
モ
メ
タ
ソ
ン
フ
ラ
ン
カ
ル
ホ
ン
酸
エ
ス
テ
ル

を
主
成
分
と
す
る
ド
ラ
イ
パ
ウ
ダ
ー
タ
イ
プ
の
ぜ
ん

そ
く
治
雄
剤
で
す
。
わ
が
国
で
は
叶
印
爪
認
さ
れ
、

川
年
９
川
、
新
発
売
さ
ね
ま
し
た
。

本
剤
は
、
す
で
に
し
μ
６
０
力
圃
に
お
い
て
乱
竹
支

ぜ
ん
そ
く
で
取
認
を
・
収
得
し
て
い
ま
す
。
川
内
に
お

け
る
モ
メ
タ
ソ
ン
フ
ラ
ン
カ
ル
ポ
ン
酸
エ
ス
テ
ル
製

剤
と
し
て
は
ほ
か
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
川
ス
プ

レ
ー
剤
で
あ
る
『
ナ
ソ
ネ
ッ
ク
ス
Ｒ
』
と
、
皮
膚
科

川
外
川
剤
で
あ
る
『
フ
ル
メ
タ
ｘ
』
が
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
の
ぜ
ん
そ
く
心
者
の
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬

竹
及
率
は
年
々
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、
成
人
１
８
％
、

小
児
８
％
と
低
く
、
ま
た
、
ぜ
ん
そ
く
に
よ
り
日
常

生
活
に
制
限
を
心
じ
て
い
る
成
人
は
５
８
％
、
小
児
は

Ｊ
％
と
依
然
と
し
て
多
い
と
の
報
告
（
全
国
喘
息
心

溥
心
Ｍ
川
査
（
ハ
ー
Ｒ
ふ
２
０
０
５
）
か
あ
０
、
｀
卜
及

率
の
改
河
が
帛
ま
れ
て
い
ま
す
、
そ
の
た
め
に
は
、

薬
剤
の
冊
便
性
、
吸
入
器
の
操
作
が
同
県
で
騏
使
川

を
防
ぐ
機
能
を
伽
え
て
い
る
こ
と
、
高
齢
嗇
な
ど
吸

入
す
る
力
が
不
足
し
て
い
る
思
者
に
も
使
川
で
き
る

こ
と
な
ど
、
患
者
が
使
川
し
や
す
い
新
た
な
ス
テ
ロ

イ
ド
吸
入
薬
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
瓦
症
厦
、

末
梢
乱
逆
炎
症
の
有
無
な
ど
を
考
慮
し
て
、
悶
々
の

心
者
に
最
適
な
薬
剤
を
選
択
し
使
い
こ
な
す
こ
と
か

必
。
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
の
病
態

乱
竹
支
ぜ
ん
そ
く
の
病
態
の
中
心
は
、
乱
道
が
秋

口

◆
目
次
◇

成
人
ぜ
ん
そ
く
に
お
け
る
町
薬
冊
覗
②
：
由
即

成
人
爪
症
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
対
す
る

シ
ク
ロ
ス
ホ
リ
ン
内
川
喩
法
②
…
…
圃
㈲

『
患
占
だ
か
ら
わ
か
る
や
ン
リ
ー
ズ
木

監
修
の
先
生
か
ら
の
ぶ
評
…
…
…
…
㈲
剛

則
問
の
先
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か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
⑦
…
…
…

イ
オ
ヽ
二
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
」
に
参
加
…
（８）㈲

く
な
る
こ
と
と
父
道
が
心
瞰
に
な
る
こ
と
で
あ
り
。

そ
こ
に
慢
性
的
な
炎
症
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
確

瞰
さ
れ
て
い
ま
す
。
気
道
の
炎
症
は
巾
胆
乱
辺
（
人

い
久
廼
）
の
み
な
ら
ず
木
椚
久
道
（
細
い
乱
道
）
か

ら
川
咆
に
至
る
全
領
域
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

し
た
か
っ
・
て
、
現
在
の
ぜ
ん
そ
く
冶
療
に
お
い
て

は
、
発
症
後
の
早
川
か
ら
吸
人
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
に
よ

る
巾
皿
乱
道
炎
症
と
永
田
父
道
炎
症
の
治
療
が
人
切

で
あ
り
、
両
者
へ
の
薬
剤
送
達
に
適
し
た
吸
入
ス
テ

ロ
イ
ド
薬
の
粒
ｆ
径
を
七
慮
す
る
こ
と
か
爪
。
既
に

な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
位
子
径
は
２
～
３
皿
と
川
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

★
ア
ズ
マ
ネ
ッ
ク
ス
″
の
特
徴

①
工
成
分
の
モ
メ
タ
ソ
ン
フ
ラ
ン
カ
ル
ポ
ン
股
エ
ス

テ
ル
は
、
局
所
で
の
且
い
抗
炎
症
勧
果
を
示
し
ま

す。
②
平
均
粒
。
ト
径
は
２
叩
と
ド
ラ
イ
パ
ウ
ダ
ー
の
巾
で

は
最
も
小
さ
く
、
肺
へ
の
送
達
率
が
約
如
％
と
。

県
剤
で
肺
全
体
の
治
療
が
川
待
で
き
ま
す
。

③
吸
入
投
与
時
の
血
中
侈
行
は
約
１
％
と
『
似
め
て

少
な
く
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
投
７
１
週
目
よ
り
起
床
峙
ピ
ー
ク
フ
ロ
ー
似
を
改

沁
し
ま
す
。

⑤
吸
人
器
：
ツ
イ
ス
ト
ヘ
ラ
ー
Ｒ
の
特
徴

・
吸
入
す
る
力
か
不
足
し
て
い
る
患
者
に
も
附
川

が
川
待
さ
れ
ま
す
。

・
キ
ャ
ッ
プ
の
川
閉
の
み
で
１
回
吸
人
鼠
が
自
勤

的
に
セ
ッ
ト
さ
わ
、
吸
入
以
作
が
簡
便
で
す
。

・
大
き
く
几
や
す
い
残
・
ほ
計
を
有
し
て
い
ま
す
。

・
残
凧
不
足
状
態
で
の
誤
使
川
を
防
ぐ
た
め
、
規

定
の
６
０
回
吸
人
後
に
キ
ャ
ッ
プ
が
外
朗
な
く
な

る
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
機
能
を
装
備
し
て
い
ま
す
。

★
治
療
薬
と
し
て
の
位
置
付
け

喘
心
予
防
・
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
０
９
に
お

い
て
、
吸
入
ス
テ
ロ
て
ド
薬
は
軽
飛
間
欠
皿
（
治
瞭

ス
テ
ッ
プ
ー
）
か
ら
長
川
管
川
薬
の
爪
本
冶
療
と
し

て
記
心
さ
れ
て
い
ま
す
。

治
療
ス
テ
ッ
ブ
刈
推
奨
賦
は
、
フ
ル
タ
イ
ド
ハ
、

キ
ュ
バ
ー
ル
卜
エ
ア
ゾ
ー
ル
な
ど
と
同
様
に
、
軽
症

川
欠
型
～
軽
症
持
続
型
（
治
瞭
ス
テ
ッ
ブ
ー
～
２
）

で
は
低
川
賦
（
１
０
０
～
２
０
０
匹
／
目
）
、
巾
等
飛

持
続
型
（
治
療
ス
テ
ヅ
プ
３
）
で
は
中
用
量
（
２
０

０
～
４
０
０
朗
／
日
）
、
爪
・
川
持
統
型
（
冶
療
ス
テ
ッ

プ
４
）
で
は
高
用
鼠
（
４
０
０
～
８
０
０
心
／
日
）

です。
★
ま
と
め

ア
ズ
マ
ネ
ッ
ク
ス
ｋ
ツ
イ
ス
ト
ヘ
ラ
ー
″
は
、
微
柚

．
ｒ
で
吸
気
流
速
に
か
か
わ
ら
ず
吸
入
で
き
る
こ
と
、

優
れ
た
吸
人
器
、
さ
ら
に
は
血
い
Ｑ
所
抗
炎
症
効
火

な
ど
の
利
点
に
よ
り
、
ぜ
ん
そ
く
治
雄
に
お
け
る
町

た
な
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
と
し
て
優
れ
た
効
吸
が
川

待
で
き
る
薬
剤
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
副
作
用
の
主
な
も
の
は
口
腔
カ
ン
ジ
ダ
心

声
が
れ
（
し
ゃ
が
れ
声
）
、
の
ど
の
違
和
心
で
す
。
現

町
点
で
は
、
小
児
に
対
す
る
使
川
経
験
が
な
い
の
で
、

成
人
に
対
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

使
川
希
望
お
よ
び
詳
細
は
主
治
医
（
卜
門
医
）
に

ご
相
破
く
だ
さ
い
。

新
た
な
朴
徴
を
有
す
る
薬
剤
の
立
場
に
よ
り
一
人

で
も
多
く
の
方
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
向
上
す
る
こ
と
を
川
待

し
、
閥
係
各
位
に
は
ぜ
ん
そ
く
治
療
の
更
な
る
迎
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